
コース
概要

学習目標

実際に従事した（している）プロジェクトをテーマとして取り上げ、分析・評価を行い、教訓を導きます。
システム開発を行っている方は、コスト、納期、品質に関する予定と実績の差異を分析し評価します。
また、運用、アプリケーション保守を行っている方は、サービス視点で分析し評価します。
分析評価した内容は、報告書としてまとめ、上司へのレビューを実施します。

（システム開発のテーマは、PMBOKの終結のプロセス（プロジェクト評価）をもとにしています。）

● 経験したプロジェクトより教訓を導きだすことができる。
● 分析過程での論理的な思考を強化できる。
● 文書作成能力を強化できる。

対象
これからプロジェクト
マネージャになる方 日数

課題説明半日
報告書作成

報告書レビュー半日

プロジェクト分析・評価 (11-C)プロジェクト分析・評価 (11-C)

場所 御社会議室

受講者研修
直後の声

「発表して改善すべき点が見えてきた。これからにつなげていきたい。」
「何もないところから資料を作る事はやはり大変だった。」
「分析を行う事が非常に大変だったが、大変自分のスキルを高める上で役に立った。

目標に対しての達成は感じている。」
「自分のプロジェクトの問題点を洗い出すことができたので、それをもとに改善していきたい。」
「プロジェクトマネージャとして、作業するためのいろいろな知識を身につけることができてよかった。」
「経験したプロジェクトを再度数値化して見直し、資料にすることにより、新たな問題点に気付くことが

できた。」
「経験したプロジェクトを経験だけで終わらず、再度見直すことにより、次へのプロジェクトへ活かす

思考を学んだ。」
「自分なりに分析を行ったつもりだったが、レビュー時に指摘を受け、真の原因分析ができていなかった

ことがわかった。」
「報告書としてまとめることの難しさを改めて実感した。」
「自分が指摘された点だけでなく、他者が指摘されていた点も大変勉強になった。今後仕事に活かす。」
「じっくり分析をし、他者に評価していただけたのが良かった。順序よく会話できなかった事が反省。」
「レビューしてくださった方の意見が、これからの作業の取組み方や考え方に非常に役に立つものと

なった。」
「論理的思考部分に対して、まだまだ不足していることに気付いた。これからは第三者にも理解できる

資料作成に注意していきたい。」
「今後も定期的にプロジェクト分析を行っていきたいと思った。」

1. ガイダンス
- 目的
- 目標

2. 課題説明
- システム開発
- アプリケーション保守・システム運用

3. 報告書作成のポイント

1. 報告書発表

2. 質疑応答

3. 今後にむけて

カリキュラム

課題説明 報告書レビュー

必要な
前提知識

・プロジェクト経験3年以上

提供
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注1 進捗状況により、終了時間変更の可能性があることをご了承下さい。
注2 研修終了後にアンケートの記入をしていただきます。

31,500円
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